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中世初期アルデンヌ高原領主制の

一面：スタヴロ・マルメディ修道院

土地取引文書解読のために

丹 下 栄

はじめに

 西欧中世初期の農村史を再検討する作業は，所領明細帳の研究をひとつ

の中核として着実に進んでいる9）史料の詳細な分析は，中世初期農村をi舞

台とした経済活動のありさまを具体的に浮びあがらせるとともに，この史

料そのものの性格にかかわるさまぎまな問題点をつぎつぎに提示してきた。

そめなかでもとくに注目すべきは，歴史研究にあたって用いる素材がいか

なる史料類型に属しているのか，そしてその史料が内包する情報がどんな

質を持ち，現実世界にどの方向から照明をあてているのかを検証すること

の重要性を明らかにした点であろう。さらに一歩進んで，史料に個有な現

実への関心の方向を規定する要因をさぐり，記録の作成にあたって特定の

史料類型，特定の記載様式を当事者に選ばせるに至った社会構造を解明し

ようとする試みもはじまっている9｝

 こうした視点の有効性は，所領明細帳以外の史料類型，とくに土：地取引

文書系統の史料を研究するにあたっても，十分に発揮されると思われる。

文書類に現れる土地の描写が，所領明細帳のそれに較べればきわめて一面

的で定式化され，土地財産の景観や経済活動の様相を十分野伝えていない

場合が多いのは否定できない。このことは，今までともすれば弱点として

のみとちえられがちであった。しかし見かたを変えて，記述の限定性，定

式性に着目するならば，土地財産のありさまのどの側面を重点的に記録し
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ているか，その文言は定式にどの程度の忠実きを示しているか等々を検討

するなかから，人間の土地財産に対する関心のありかだ，ひいてはその背

後にある社会構造をも垣間見ることが期待できるのである。

 この稿は，こうした見通しのもとに，スタヴロ・マルメディ修道院の文

書集に収められた土：地取引文書を素材として，7世紀半ばから10世紀末ま

でのアルデンヌ高原という時間的，空間的枠組のなかで，領主制，そして

在地組織の構造と実態を読みとることをめぎしている。ここではとくに，

記載様式や記述の眼目が時期を追って変化していくさまに着目し，土：地取

引文書の証言が中世紀初期農村史の研究に対して，今後どのような寄与を

なしうるかをはかる一助にしたいと思う。

1．史料の概観

 スタヴロ・マルメディ修道院は7世紀の半ば，聖レマクルスによって創

建された。スタヴロ，マルメディをそれぞれ根拠とした2つの修道士団を

1人の修道院長が統轄するこの修道院は，中世初期の史料を多数遺してい

ることでも知られ，それを用いた研究も枚挙にいとまがない9）

 J．アルカンとC．G．ローランが校訂した『スタヴロ・マルメディ修道

院文書集成』（4）収録の文書のうち，紀元千年以前のものはおよそ90通，そ

のなかで土地取引にかかわる文書は53通を算える。この53通という数字は，

やはり同じアルデンヌ高原に本拠を置くサン・テユベール修道院が10世紀

末までの土地取引文書をわずか2通しか遺していないのに較べて，史料の

残存に関しては，殆んど破格の豊富さを示している。しかしそれはすべて

13世紀のカルチュレールに収録されて伝来したもので，原本カミ残っている

ものは1通もない9》これらの文書が記録する土地取引の内容は，自由寄進

16件，用益権留保つき寄進（用益権の一時的譲与もここに含めた）22件，

土地交換8件，そして修道院を当事者としない土地取引が7件となってい

る86，
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 修道院を当事者としない土地取引文書がカルチュレールに収録されるよ

うになったいきさつは明らかではない。土地の譲与にあたって，受領者の

死後，土地を修道院に遺贈することを条件とした文書カミ1通（HR， NO 52）

あるものの，それをただちに一般化することはできない。しかし，こうし

た文書も，土地取引カミ行われた時点での土地景観や，当事者の関心のあり

かたを検討する素材としては，修道院を一方の当事者としたものと同じ資

格を持つと考えてよかろう。

 53通の土地取引文書が言及する地名は，附属：地を含め96を算える。その

殆んどは，ジヴェからナミュールに至るムーズ河によって西方を，・現在の

ベルギー，西ドイツの国境に相当する線によって東方を区切られた領域，

そしてライン，モーゼル河沿岸に所在する。この範囲は，9～10世紀に作

成された一連の所領確認文書（HR， Nos25，34一一6，70）が記載する土地や教会

のひろがりともほぼ一致：し，ライン，モーゼル河沿岸は別として，プリュ

ム，ロップ両修道院の所領が展開する領域のちょうど中間地帯をなす，ス

タヴロ・マルメディ空間とでも呼ぶべき，ひとつ㊧まとまりを形成してい

るといえる。修道院にかかわる土地取引がこの領域に集中していること自

体が，空間的まとまりの表徴にほかならない。

 しかしながら，複数の土地取引文書に言及が見られる定住地は，20にも

満たない。土地取引文書と所領確認文書の双方に記載される場所もいくら

かはあるものの，大半はただ1回，1通の土地取引文書に現れるばかりで

ある。したがって，ひとつの定住地に視座をすえ，その土地と修道院との

かかわりを通時的に考察する作業は，限られた場所以外では殆んど不可能

と言わねばならない9）しかし取引文書を全体として見わたしたとき，それ

が記録する取引の内容が時期によって，かなり明確に色分けされているこ

とが認められるのである。

 （1），修道院の創建から9世紀末まで。創建時に行われた修道院の周囲12

マイル領域の一括寄進を含め，自由寄進の比率が高く，用益権留保つき寄

進は比重が小さい。
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 （2），10世紀前半。用益；権留保づき寄進が多数現れる。そのなかでも中心

を占めるのは，寄進きれた土地をそのままプレカリアとして旧所有者に賦

与するのではなく，別の土地をも加えてプレカリアとする形態である。そ

して自由寄進は1件しか見ることができない。

 （3），10世紀後半。用益権留保つき寄進が減小し，土地交換の比重が高ま

る。また自由寄進も再び目につくようになる。

 こうした時期副区分は，他の視点からなされた区分ともほlg'・一一一致してい

る。たとえば，修道院が遺した私文書を文書形式学の観点から分析したG．

デスピィは，900年前後，940年前後の2つの時期に文書の形式が大きく変

化したことを指摘した蓉）また，文書における土地の描写も，ほぼこの時期

区分に対応した変化を示している。こうしてみると，土地取引の中心的形

態の変化，1文書形式や記載様式の変化は，・修道院の領主制のありかた，さ

らにそれをとりまく社会構造の変化と結びついているとの想像も不可能で

はない。この問題には後でたちかえることにして，以下章をあらためて，

文書の文言から土地財産の具体的様相を読みとることを試みる。

2，土地の景観

 この稿で扱う土地取引文書では，取引の対象となるべき土地財産を描写

するのに，3つの様式を用いることが多い。第1は土地財産の構成要素を，

数値などは一切示さずに列挙するやりかたである。以下この方式を列挙表

記と呼S'。第2は土地財産がどのようなものと境界を接しているかを記録

するいわゆる焼土表記で，河川，道路，他者の所有地などによって，当該

の土地の四至が確定されることになる。そして第3は，所領明細帳におけ

る領主直領地の記述と同様に，それぞれの構成要素を面積など具体的なi数

値をあげて記載する方式である。ここでは仮に，数値表示と呼ぶことにす

る。これら3つの様式の間には，全体としてはそれぞれ相互排除的な関係

が認められる。しかし1通の文書が列挙表記と四至表記とを併思したり，
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列挙表記と数値表記とが混合して，列挙された構成要素の一部に具体的な

数値が与えられている例も皆無ではない。また一方では，土地について地

名以外の情報を全く含まない文書も散見される。、

 修道院がスタヴロとマルメディを本拠として創建きれた7世紀半ば以降，

8世紀半ばにかけての約100年間に，修道院は当時官宰職にあったカロリ

ング家からGermigny（HR， No3，），・：Leignon（HR， No17），およびLierneux

（HR， NO18）の土地財産を寄進されている。これらの寄進を記録する文書は

3通とも，当該の土地のほかに附属地として近隣の定住地を列挙している。

このことからも，かなりの規模の寄進が行われたこと，Germignyなど3

箇所の土地が在地構造のなかで中心的な役割をはたしていたことを想定す

ることができる。事実，Leignon， LierneuXの2定住地は9世紀の所領確

認文書（H：R，Nos34-6），12世紀半ばに作成きれた一連の土地財産リスト（HR，

Nos150-4）でも言及きれ，修道院の領主制のなかで重要な意味を持ってい

たことをうかがわせる。GermignyもHR， Nos34-6には現われないものの，

15世紀前半にサン・レミ修道院に売却されるまで，スタヴロ・マ．ルメディ

修道院の文書にくり返し登場し，その重要性を印象づけている曾

 こごでHR， NO17に注目しなくてはならない。この文書によれば， Leig-

nonの他， Wellinの土地も修道院に寄進され，後者は，修道院長とその子

が存命中用益権を留保することになっていた。そしてLeignonには10箇所，

Wellinには5箇所の定住地が附属地として記載されているが，そのなかで

ReuxはLeignon， Wellin両者の附属地とされている。おそらくLeignon

を中心としてその附属地をも含む所領管理機構と並んで，それとは別に

Wellinを中心とするものがあり，たまたまReuxにある土地の一部は前者

に，別の一部は後者に属していたのであろう。900年e“うに作成された偽

文書ωに領主直領：地と教会．62マンスを持つと記録されたWellinは，同じ

く32マンスを持…つLeignon，46マンスを持つLierneuxとともに，少なく

ともその規模においては所領管理機構の拠点として不足はないと言えよう。

Germignyにおける土地財産の規模を直接示す文言ほ，史料のなかに見出
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すことができない。しかし耕地や屋敷地ばかりではなく，水車や葡萄畑を

含んだこの土地は，所領として機能するに十分な設備を備えているように

思われる。さらに保有民の存在もまた，この地点がかなり発達した領主制

の場となっていたことを暗示している。

 所領と呼べるだけの規模とまとまりを示している土：地財産カミー話して取

引の対象となる例は，しかしそれほど多くはない。発達した領主制の成立

を最も明らかに表現しているのは927年に作られたプレカリア証書である

（HR， No57）。 Maingaudusなる人物は妻子とともにEsch-sur・Sfirにある

修道院の土地財産をプレカリアとして保有する代償に，Bivers所在の所有

地を修道院に遺贈することを約束した。このBiversの土地を，文書は列挙

表記と数値表示とを併用して描写している。それによれば，ここには領主

直領地の他にマンスが11あり，前者には礼拝堂，4筆に分れ100ミュイの

種を播くことのできる耕地，乾草を荷車に60台分収穫できる採草地，餌が

十分にあれば豚200頭が放牧可能な森林を備えていた。きらにマンキビァ

と呼ばれる従属民が73人住んでいたという。またMaingaudus一家がプレ

カリアとして保有することになるEsch・sur-Sfirの土地は12マンスを備え，

ファミリアと記載された領民を146人居住させていた。この2つの土地財

産は，規模の点ではほぼひとしく，少なくとも単なる土地の一片という水

準を遙かに超えている。しかし土地を描写する文言は，Biversにおいてよ

り高度の領主制が成立していたという印象を与える。そしてファミリアが

マンキビァとほぼ同一の存在であるとすれば，ほぼ同一・一・一■の所領規模ながら

2倍の数の従属民を抱えるESch-sur-sarは，直接耕作者の自立化，保有

民の成熟という点で一歩をゆずると言わねばならないだろう。

 この他，915年のプレカリア証書（HR， NO53）が真正なものだとすれ

ば，＠Auwに修道院カミ所有していた土地も，領主直領地と29マンスという

二元的構成，水車，ピール醸造場の設備，マンキピア360人の居住といっ

た文言から一箇の所領として機能していたと考えることができる。

 しかしながら土地取引の対象となっている土地財産の大部分は，広くて
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も数マンス程度のものである。四二表記によって描写されている土地の殆

んどはこの範疇に入るであろう。例えば933～6年のプレカリア証書（HR，

NO 63）に現れるVilleの土地は30ペルシュの耕地と3ペルシュの採草地か

ら成り，We11in教区内のH：almaに所在する土地は，926年のプレカリア証

書（H：R，No 56）と，その更新である10世紀半ばの文書（HR， No 69）におい

て33ボニエと記載されている。とくにこうした土地の各回が他者の所有地

と接している場合には，定住地の全域を履うような規模の土地財産が取引

きれたのではないことは確実である。

 列挙表記を持った文書においては土地財産の大小に関連して，以下のよ

うな興味ぶかい現象が認められる。列挙表記による描写があり，同時に面

積やマンス数の表示によって，土地財産の規模を確定できるものを見ると，

構成要素の列挙にマンキビァカミ含まれない土地は狭小，逆にマンキピアが

挙げられているのは大規模な土地という対応関係カミ成立している。すなわ

ち，895年の土地寄進状（HR， No 45）に現れるHamoirは1マンス，9ボ．

ニエ，922年のプレカリア証書（HR， NO55）によって修道院に帰属した

Moircyの土地は1マンス（mansus fiscales），その代償としてプレカリアと

なった同じくMoircyにある別の土地とRemagneの土地は両者あわせて3

マンス，さらに930年C“うに作成された土地交換文書（HR， NO58）に記され

たLandrichampsの土地は，ファミリアが43人住んではいるものの規模は

4マンスで，いずれも完全な所領からはほど遠いという印象をうける。一

方，さきにあげたHR， NO57が描くのはまさに一箇の所領の名に値する土

地であるが，Esch-sur-Sar， Biversいずれの土地財産の構成要素にもマン

キピアが含まれている。また，これもすでに述べたHR， NO52が記録する

Auwも29マンス，マンキピア360人を擁している。この他， Leignon，

Wellinの寄進を記録したHR， No17はマンキピアの存在を明示しながら，

土地の規模についてはなにも語っていないが，900年ごろに作られたとさ

れる偽の所領確認文書（HR， NO35）に現れた両者は，いずれも大規模な

所領としての姿を示している。
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 以上あげた事例ではすべて，列挙表記におけるマンキピアの有無と土地

財産の大小とが対応している。一それをただちに一般化して，文書がマンキ

ピアの存在を記している土地すべてが広大な面積を持ち，発達した所領管

理機構を備えていると判断することは大胆にすぎようが，紀元千年以前の

アルデンヌ高原に大土地所有とならんで中小の土地所有・経営も併存した

こと，大土地所有においては所領の領主直領地と農民保有地とへの分割が

見られる一方で，10世紀半ばまでかなり多数の奴隷的非自由人が存在した

と想定することは可能と思われる。

3．土地描写の変遷

 前章に見たように，土地景観に関して個々の土地取引文書から引きだせ

る情報は；きわめて限られたものである。史料は取引の対象となった土地

にかかわる情報のごく一部にしか関心を示さず，はなはだしい場合には地

名以外のすべてについて沈黙しているのである。しかしこうした関心の狭

さは，それが狭いだけにかえって，文書作成の背後にある社会構造を挾雑

物なしに反映しているとも言えるのであるσ

 こうした問題に関してきわめて興味ぶかい視点を提示しているのが，第

1章でもふれたデスピィの論文，「中世初期におけるスタヴロ修道院の私

文書（748一一一991年）」㈹である。私人と修道院との土地取引を記録した文書

の形式が修道院内外の状況に応じて変化していったさまを，彼は次のよう

にあとづけている理

 修道院文書集に私文書が初めて現れる8世紀半ばから9世紀末まで，土

地取引にかかわる私文書はいずれも，メロヴィング，カロリング両町に流

布していた書式範例集に全面的に依拠して書かれていた。あらゆる私文書

は，記録する内容が自由寄進のような一方的行為の場合も，用益権留保つ

き寄進や土地交換のような双務的行為の場合も，当事者の一方（多くは寄

進者，あるいはプレカリアの受領者）が一人称で自己の行為を語るかたち
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をとる，いわゆるforme subjectiveの形をとっていたのである。

 ところがそれに続くほぼ900年から940年e“ろの時期，文書形式の混乱期

が出来する。ひとつの文書のなかで同一の人物が一人称で語ったり二人称

や三人称で述べられたりするcharte mixte，土地交換の当事者双方が三人

称で叙述されるforme objectiveの出現は，デスピィによれば伯文書の影響

に他ならず，それはこの時期が俗人修道院長の時代であったことと密接に

関係しているという。

 そして940年以降，修道士の選挙によって修道院長が選任される方式が

確立する時期は，私文書の混乱が終息する時期でもある。プレカリア証書

については，プレカリア受領者が一人称で語る形をとりながらも，以前と

は異った様式のアレンガを持つ形式が確立し，土：地交換文書も新しい書式

で作成されるようになった。こうして10世紀半ば，私文書の形式は再び安

定を回復し，それは10世紀末まで続く，というのである。

 この論文ではデスピィの関心はもっぱら文書の形式的側面に集中してい

るが，'ここに示された時期的区分は，それぞれの文書における土地描写の

ありかたの変化にもほぼ妥当していると思われる。そして文書の書式的部

分の変化をうながした社会的要因は，ディスポジティオ部分における土地

描写にもなんらかの作用を及ぼしたはずである。

 修道院にかかわる個別的な土地取引文書の系列は，宮宰グリモアルドゥ

スによるGermigny他の寄進を記した7世紀半ばの文書（HR，No 3）から

始まる。この文書にはすでに，列挙表記を見ることができる。そして四至

表記は，Remagenにある葡萄畑の寄進を記録した751年作成の文書（HR，

N・20）に不完全な形ながら現れ，770～9年の作成にかかる2通の文書（HR，

Nos22～3）に発達した形を見せる。これら2つの描写方式は混合きせない

ことが原則だったように思われる。9世紀末まの時点で，例外的にひとつ

の土地に関し列挙表記と四至表記を併用した2通の文書（HR， Nos27，45）

も，列挙表記は不完全な形にとどまっている。

 10世紀以降と対比して，この時期の特徴と思えるのは，土地に住む人間



一234一 中世初期アルデンヌ高原領主制の一面

への関心の低さ，ないしは欠如である。ただ1通の例外をのぞき，人につ

いての記述は列挙表記のなかに土地の附属物としてマンキビァが現れる場

合にだけ，文書に見出すことができる。そして四至表記によって土地を描

写した文書は，人については完全に沈黙している。結局のところ，修道院

の創設から9世紀末までのおよそ250年間で，土地に居住する人間の姿を

'現実に即して記載しようとした文書は，692年にクローヴィス3世が発給

した文書（HR， NO12）以外には見あたらない。チルデリックと修道院との

間で行われた土地交換を確認したこの文書は，交換された土地のそれぞれ

に住み，耕作に従事しているhominesを個人名をあげて記載し，さらに一

部の人間については子供がいることまで明記している。この文書における

人についての描写は，情報の具体性という点では，すでに最高の水準に達

しているが，しかし9世紀末までの時点では，こ、うした描写は例外にとど

まる。土地に住む人間の個人名を記載した文書がいくつも出現するのは，

10世紀初めを待たねばならない。

 デスピィが文書形式の混乱期と評した㈱10世紀前半は，土地描写のあり

かたの点でも，特異な様相を示している。そのひとつのあらわれが数値表

示である。数値表示は，HR， NO43に10世紀をさきどりするように初出す

る。この様式を採用する文書は8通にすぎない（HR， Nos43，46， 53，54，56，

57，63，64）が，しかしi数は少ないとはいえ，10世紀前半に集中して現れた

ことの意味は，過小評価してはならないであろう。数値表示の特徴は単に

土地全体の面積を示すのではなく，耕地，森林，採草地に区分したうえで

それぞれの規模を表示するのを原則としていること，また表示にあたって，

たとえば森林の規模を放牧可能な豚の頭数で表すように，土地の生産性，

実用的価値を考えに入れようとしていること，の2点である。その背後に

は，土地財産を収入確保のための手段として把え，領主が土地経営に積極

的にかかわっていこうとする指向の高ま．りカミあったように思われる。修道

士団と俗人修道院長との土地財産をめぐる緊張もまた，それと無関係toで

はないであろうQ
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 文書の描写様式は，10世紀前半にもうひとつ重要な変化を示す6それは

列挙表記からは独立した形で人についての具体的な記述がなきれるように

なったことである。7世紀末以来絶えていた従属民の個人名め列挙は，911

年に作成された土地交換文書（HR， N・51）に再び現れる。'マンキビァ，ファ

ミリア等と記された従属民の個人名を記載した文書11通（HR， Nos12，51，

54，61，63，64，66，67，68，76，80）のうち，1通の例外を除いたほかはす

べては10世紀に集中している。またこの時期，個人名を列挙しない場合で

も，文書はその土地に住むマンキピアやファミリアの人数を表示する例が

多くなってくる。こうした人についての記述は，圃個人名を列挙するとしな

いとにかかわらず，列挙表記と併用されてい・る場合でもそれとの関連は殆

んど配慮されていない。周到な列挙表記を持ちながら，いわば屋上屋を重

ねるようにして数値表示を行い，さらにマンキピア，ファミつアの人数を記

載しているHR， NO57は，10世紀以降の文書にしばしば現れる人について

の記録が，列挙表記とは別の原理に由来していることを暗示するものであ

る。この点で900年以降め文書は，人間をも；あくまで土地財産の一構成要

素として列挙しようとする9世紀末までのそれと，鋭い対照を示している

と言えよう。この対照のなかに，耕地，採算地などの生産設備と労働力た

る人間とを別箇の概念でとらえようとする指向の成立を見ることも，あな

がち不当ではあるまい。個人名を列挙した文書の多くが土地の景観を全く

描写せず，たとえ土倉についての情報を含んでいる場合でも，それがきわ

めてわずかなのも，こうした事情と結びついていると思われる。

 10世紀後半の土地取引文書は，土地財産の現況を具体的に描写しようと

する指向を大幅に弱めたという印象をうける。記録の中心にあるのはマン

ス数の表示で，四至表記がそれを補強するように用いられている。930年以

降，生産設備への言及は，列挙表記の形でも数値表示の形でも稀になり，，

マンスという語のなかに溶かしこまれるに至った。．こ・うして，デスピィが

新しい文書形式の成立期とした。の10世紀後半に，土：地描写についでもまた，

新しい様式が確立したのである。
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'以上見てきたように，'土地を描写する方式の変化する時期は1'文書形式

のそれとほぼ「致し'eどちらも，伝統に惑うた安定，混乱，新しい様式の

成立という道すじを辿ったごとになるbこうした流れのなかで，文書の示

す関心の方向，描写のありかたに関しては，以下のような指摘が可能であ

ろう。

 まず土地に居住する人間を記録しようとする指向の成立。それはやは

り，直接耕作者の自立化傾向のなかで従属民の把握ないしは支配，J．P．ド

ヴロワの語⑱を借りれば社会の統a9 con‡r61e socia1が，領主層にとって

重要な問題となってきたことと結びついていよう。土地取引文書が言及す

るマンキピア，ファミリアがどの程度の自立性を持っていたかを確定する

ととは非常に困難で，時期や場所によってもさまぎまに変化していたと予

想されるが，史料から証言を引きだすことは不可能ではない。930一 1年の

土地交換文書（HR， No58）が記録するFoischesの例では，ここにファミリ

アが22人住み，8ソリドゥスと羊9頭を1年交代で貢納している。また，

ほぼ同じころに作成された文書（HR，No59）がXhorisに住む農民の賦役

を1週につき1日減らすと規定しているのも，参考にすることはできよう。

土地取引文書が個人名を記録し；あるいは人数を記録したマンキピアやフ

ァミリアはすでに奴隷的非自由人の域にとどまってはいなかった，少なく

ともその一部は自立化へめ傾斜をますます強めていたと考えることは差支

えないであろう。

 もうひとつ，マンス制度の持続。マンスの意味は多種多用で，その起源

や性格についての論争も，いまだ結着はついていない讐しかし修道院の土

地取引文書では，マンスという語の示しているのは，現実に存在する土地

の一片であると同時に，抽象概念としての農民経営の単位でもあるという

両面性をつねに持っていたように思われる。時として現れる面積の表示は，

マンスの規模が実際にはかなりのばらつきを持っていたことを示している。

しかし文書の大多数はあくまでその差異を捨象し，マンスの数のみによっ

て土地財産の規模を記録しつづけているのである。
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 こうしたマンスの記述は，例えばサン・ベルタン修道院の所領明細帳㈱

の記録するマンスの均質性と一脈通じるものをも感じさせる。所領明細帳

と土地取引文書とは，史料類型という点では大きくへだたっているが，、も

しこうした考えが誤りでないとすれば，スタヴロ・マルメディ修道院の土

地取引文書が記すマンスもまた，自立化しつあっる直接耕作者を把握する

装置という性格を持ち，それ自体マンキピアやファミリアの自立化を間接

的に証言しているということになる。しかしそれを史料的に実証すること

は現況では不可能と言わねばならい。

おわりに

 上に述べた土地取引文書の検討から，きわφて断片的にで！まあるが，中

世初期におけるスタヴ『・マノレメディ修道院の領主制のありかた，それが

展開するアルデンヌ高原の社会構造の様相が浮び南がってくる。そのなか

の重要と思える点を，2っほど指摘して結びに代えることとしたい。

 （1），修道院所領の二重構造。修道院の領地は，必ずしも全部が定住地全

域を唱う広さど整った所領管理機構を備えていたわけでにない。定住地の

なかの数マンスを・・池の領主の土地に隣りφわせて持つ場合が数としてに

むしろ多かった。ただし・こうした小領地も・なんらかρ積極的な存在意

義を持っていた場合が少なくないと思われる。、 Remagenの葡萄畑のよう

に，特化した経済活動を行っていた土地財産は，その一例である。また，

小領地が在地的なネットワークの一端を担っていたり，それを拠点として

定住地全体に影響力を及ぼす役目を担っていたことも考えられる。例えば，

Leignonの寄進．（HR， No17）は，そうしたネットワ・一クもまた修道院に帰属

させ，所領のいわば骨格を作るはたらきをしたように思われる。

 （2），中小土地所有＝経営の存続と直接耕作者の自立化傾向。10世紀に多

数行われる用益権留保つき寄進の客体となった土地財産には，独自の経営

が可能なだけの規模と設備を備えたものも多数含まれていた。そして旧所
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有者はs・・今度はプレカリア保持者として，自己の経営を続けることになる。

そして修道院カミしばしば寄進された土地にさらに別の土地をつけ加えてプ

レカリアとして保有させた背景には，狭小な地片で，所領管理政策上も格

別の意味がない土地はプレカリァとして間接的に統轄した方が有利という

判断があったとも想像できる。いずれにしても，修道院による直接経営が

アルデンヌ高原をくまなく追いつくすことはなかった。

 しかし，ひるがえって寄進者の側を考えると，用益権留保つき寄進が続

出したのも，直接耕作者の自立化と無関係ではないだろうσその点で注目

すべきものは，すでに何度かふれたHR， No57である。ここでMaingaudus

は高度な領主制が機能していたと思われる土地を手ばなすことを約し，規

模はほぼ同じながら，領主制はやや未発達な土地をうけとっている。これ

は，中小土：地所有者＝経営者にとって，自立化傾向を強めていく直接耕作

者を自力で統轄すること一がいよいよ困難となり，そこでより自立度の低い

従属民め住む土地で自己の経営を続けようとしたという事情をものがたっ

ているめでもあろうか。

 以上を総合して，スタヴiii・マルメディ修道院の土地取引文書に10世紀

以降はっき一 閧ﾆ認めら'れる人間への関心とマンスの重視から，社会構造の

変動に直面・した修道院の対応策の，少なくとも一面を読みとることができ

たように恵う。そして，文書にしばしば現れる定式化された文言も，場合

によってはその月並さのゆえに，かえって同時代の社会の一面を明確に反

映している可能性があることも承認してよかろう。この稿で指摘したこと

がらは，いずれも仮説にすぎず，史料へのさらに多方面からの接近によっ

て吟味することが不可欠である。それは今後の課題である。本稿はとりあ

えずの中間報告で満足しなくてはならない。
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（1）最．近の．成果として，A． Verhulst（6d；）， Le grand domaine aux砂09μθ∫

 merovingienne・・ et carolingienne． Actes du colloque international， Gand，

 8-10septembreエ983，l Gent，1985所収の諸論文を参照6

（2） J． P． Devroey，' Pour' 'une typologie des formes domaniales en Belgique

 romane au haut tnoyen age， in La Belgiqzae mrale das moyen age， d nos

 iours， Mglanges offerts d．・J． J． Hoebaux，・Bruxelles， 1985， 29-45； ld， Les．

 premiers polyptyques r6mois， VIIe-IXe sibcles， in Verhulst'（6d．）， oPT cit．

 はその一例である。

（3）総合的な研究としては：F．Baix， Etude． sur llabbaPte． et．P吻。ゆα％'6 de

 Stavelot・MalMidy， Raris・Charlerois，1924がある。また・個．別所領の研究は，

 註（6）を参照。

（4） J． Halkin， C． G． Roland （6ds．）， Recueil des chartes de 1'abbdye de Stavelot-

 Malmtidy， t．1， Bruxells，1909．以下HRと．略記し，'引用史料は校訂者が与えた

 番号で示す。

（s） HR，XLIV-LVII

（6）自由寄進のなかには，寄進め代償にミサを行うよう．求めたものが1件含まれる

 （HR， N・47）。これは厳密には完全，無条件の寄進とは言えないが，土地所有権

 そのものは完全に移動し，．これに連動した土地の異動もなし．・たあ，．とこでは自由

 寄進に分類した。

（7）その例としてはS．Corsten， Der Hof der Abtei Stablo zu Villipi in Bonner

 Geschichlsbldtter，・Bd24， 1971， 38-47； Ph． LejeUne，'Etude sur la villa et

 domaine de Glain（Bovigny）jusqu'aU Xle sibcle， 'in Annales de 1'lnstitut

 archeologique de Luxembourg Arlon， t． 103-4 1972-3， 47-88； Roland・， Les

 anciennes propri6t6s de 1'abbaye de Stavelot-Malm6dy dans Ardennes

 frangaises，in Revuehistorique araennaise， t 5． 1898， 53-77； M． van Rey， Der

 deutsche Fernbesits der K16ster und Stifte der alten Di6zese Lttttich， in

 Annalen des historischen Vereins far den Niederrhein，Heft 186， 1983， 19-80

 がある。またH：．MUIIer・Kehlen， Z）ie Ardennen in Friihmittelalter． Unter．

 s・blchungen zum Kbguisgut in er'nem Karolingischen Kernland， G 6t'tingen，

 1973にも旧王領地であった所領についての若干の考察があるQ
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（s）・ G． Despy， Les chartes priv6es de 1'abbaye de Stav elot' pendant'1／le haut

  moYen age（748-991）．， in Le Moyen A．ae， t62， '1956， 249-77．

．（g） B．Schwinek6per， 一“Cum aquis， aquarmve／decursibus”． Zu den Pertinenz-

  formeln der Herrscherukunden bis， zur Zeit．Ottos 1．， in． Festschrift fa'r

  H．Beumann zam 65． Gebutstag・， Sigmaringen，1977，22-56を参照。

⑩．・Roland，／ Les・anciennes propri6te，53-62を参照。

al）HR， Nq35◎この文書についてはDespy， Note sur le“P6rtUs”de Dinant aux

  IXe et Xe sf6cles， in Miscellanea Medievalia in memoriamノ：・R彫θγ〃2θy87，

  Groningen，1967，61-9を参照。．．．

働．Lejeune， art、Citを参照。ただし彼が文書の真正．さを疑う根拠のひとつである

  書式の乱れは，この時期の文書にはさほど珍しくはない。

㈱．註（8）を参照。．

ω：以下の記述はibid，254「73に、よる。'

㈲ Despy， Les chartes priv6es， P．262-5を参照。

a6）F． Baix， oP． qit．，77丁121を参照。

㈲ Despy；1・Les chartes priv6es，265-73を参照。・

as）， Devroey，．Pour，一une．ty．pologie， 34-42．．'

a9） さしあたり，D．／Harlhy， The caroli耳gia皐mansus， in．Econgmic， Histoay

 Review，1960，79-89を参照。

⑳ ．F．：L．、G3nshof（6d．）， Leρρ砂ρ老y（7％θ'．de ll｛abbのye de Sα初かBθ7'勿（844-859），

 Edition o7卿σ％θet cqmmentaire， Paris，1975，ま．たY． Morimoto， Prob16me

 autour du ．polyptyque 一de Saint-Bertin （844-859）， in Verhulst （ed．）， oP． cit．

 を参照。
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口
Lignteres 19
        22

 Giヤet   ．『

             We ll in 17 一2

                   21-1

                   56-2

［］LanaricharnpS 1 6g-2
  ss-2
          口

        S魯ε響T。。・。n66一・

   ．口

Jeherenne
   66-3

f
♪
肱
〔

 
 
冒

 Auffe
g S6tt'RSesteign．ek6：，'

     Reux 1卜e・k
         M-1

口Graide a8一．4

X
．

      Paliseul 17一 n

ロP。・che・esse姫6
  c

  口
Baillarnont
    23

巳聖ら鵠1'3＞

／55-2

o

Boeur
．口43-2

Glair
   ［

V
5

■
一B

Bourcy 43-l
      se-2

  口Wampach
      50-1

Esch一一sui
 口  51

  口

Bodange
 ee-1

     e

Bouillon
Semoi

口Charbeaux
    M-2
    63-2



K61n e

毯

 Rernagen 20
口

・x

Koblenz

   e

   Auw 53-4

P蓋m

［コCond 32， 52-1

口Merl 52 一2

Cr6v 88

  口

N；oseN

2

b-Tri-er

地名のあとの番号は，その土地に言及した文書

の番号および文書ごとの土地の番号（表に記し

た地名の肩の部分）に対応している。
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番号

3

12

17

8
Q
ゾ
0
ー
ム

一
口
1
4
り
臼
り
臼

9
一
n
δ
ワ
5

9
U
g
U
ウ
個
28

-
凸
ウ
臼
Q
》

3
Q
り
0
り

40

年 代

650頃

692

747

 747

 748

 755

751-68

770-9

770-9

824

825

846

852

878

880-1

当事者

（R）：国王，（MD）：宮

宰，（Ab）：修道院長，

（A：L）：俗人修道院長，

SM：修道院（修道士団）

Grimoaldus（MD）
一＞SM

Child6ric（R）〈一＞SM

（clovis 3世による確認）

Carleman（MD）一＞SM

Carleman（MD）一）SM

AIbricus一一i＞SM

Odibertus一一）SM

Anglinus（Ab）
DSeverus

Angelramnus一＞SM，Ab

Albricus（Ab）．SM

Oduinu＄一一＞S， Ab

Martinus／Gammo
eSM
Charles le Chauve '

一＞Berengarius
WillefridusDSM

SMeBernon
（Chalons司教）

（Louis le jeUneに．よる
確認）

MannonuslRothgarai
eAb

1±1：修道院に帰属

由：他者ee譲与

Eヨ：修道院を当事者とし
  ない取引
P：プレカリア，¢交換
※由Pは寄進をうけた土
 地がそのままプレカリ
 アとなったことを示す

地 名

ム
ヨ
 
 
ム
エ
 

出
由
由

一

 由

 由

 由
（一代かぎり）

 由

1島
 
忌

1
諮
：

［h p一

3Germigny i 一一一一一一一一一一一一一

Terron-sur-Aisne2

Maibe i

Natoye 2

Leignon i 一一一一一一一一一一一一一一．

Wellin 2・一一一一一一“．．．．．．．．一一

列挙表記

①
邸
自
8

［o］

①
①

Lierneux 一一一一一一一一一一一一一一一F一一一一一

Lignibres一一一一一一一一一一一一一一1 ＠

Remagen一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一

Lignieres 一一一一一一一一一一一一一一1．．．．一

Baillamont 一一一一一一一一一r一一｛一一一一一

Awagne i 一一一一一一一一．一．一一．．

Dinant 2 一一一一一一一一一一一一一一一一一

Awagne i一一一一一一一一一一一一一一一

 e2 ”一“””．．”一

地名不明（Yser河畔）

教会：Cond所在

無麗潔、1

Germinon 3一一一一一一一一一一一一一

Fermine ．．．．．一．．一．．”．．．

＠

①
邸
の
σ
6
0

［＠）

④
②

屈
。
塙
ぞ
①

＠

②
②

＠

＠

＠
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 置
（番号は列挙の順番を示す）

の
5
窺
。
℃

 
 
の
頸
0
8
邸

σ
6
円
α
一
Q
自
邸
d
口

 
凝
b
o
邸

己
日
σ
6
0

⑥
③

⑨〔

⑥
⑥

④

…
…

一
 
 
'

③
③

③
②

④
④

①
①

一一一一p
沿鼈黶D一一

 1

④
①

③
①

⑥
④

一一一一一

k”．．．

＠

一一一一一
沿鼈鼈鼈鼈

一一一一一一
P一一一一一一

 ．1

1二二二二

④⑤

④⑤
  辱噸一一 ?口璽”

 ［

ε
讐
儲

④

⑨〔

⑤
⑥

挙列の他のぞ
邸
肖
口
5
0
①
畠

の
5
の
の
O
』
b
ゆ
①
執

θ
O
の
5
お
咽
×
①

ω
①
出
5
0
q
岨

の
Φ
の
①
出
づ
Q

o
邸
哨
b
q
瑚
9
①
o
邸
唱
〉

の
5
の
』
謬
O
①
℃

霞
鴛
“
昌
㊦

O
邸
づ
び
邸

の
の
一
哨
ρ
o
繧
臼
一
〇

 
 
 
 
の
Φ
麟
ρ
o
日

①
邸
〉
唱
の

超
菖
O
の
邸
偶

＠

⑦
⑤

＠

…
⑪
⑭
…

⑨
 
…

r
」
 
 
 
 
一

④

…
⑦
⑦
 
③

＠

＠＊

＠

＠

⑧
⑧

⑦
⑦

⑥
⑥
一一一一一一

P一一一一一一1一一一t一一

⑦
⑥
⑥

⑧
⑧
 
｝
⑤
 
⑨
⑦

 
 
〔

⑦

⑨
⑨
⑨
 
…
⑥
…
⑩
⑧

〔

o 一 噛 ．  ． 囎 ⑤ ， 曽 ． o ・ ． ● ．  o 卿  ．  囎 ●ゆ ●  ．  ．  9  ．

．  一  一  一  一  一 閣 P 一 一 〇 〇 ⑤vi且eae

〔②cultes〕
鱒 の         圏

一  囎  一  一  響  ・ ⑲ ，  一  冒  一  〇  一  一  8  一  一  一  一  ■  鍾  一  曹  讐  鼎

一  ，  一  一  一  9 ⑩ ． 騨  騨  ｝  層  9  一  一  一  一  一  〇  〇  一  一  一  一  一

P 曽 一  一  一  一 〇 〇 一 曹 一 闘 一 〇 ●  一  一 ，  一 卿 ， 冒 一  一  騨  ， ”  層  騨

⑨
⑨

⑫
⑫

⑪
⑪

⑩
⑩

rO批肛①

｝…一｝｝

O●●109191騨

一一

噌

”｝一

｝｝一

01｝一｝｝

胆㎝一

一〇9■

卿

一｝一

｝…■

■
 
 

O

冨
 
 
O

一
 
 
鯛

O
 
 
．

口■

｝11囎

｝oo｝

⑲

」
ー
ー
工
1
ー
ー
1
ー
ー
ー
ー
I
I

一｝一

㎝一■

●●駒●噂

い｝
一

●OO

｝一●

⑨

…†”口'†…

一一一一
P ＠ F一一一一一一一一一一一一一一一一一
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数値表示

（
番
号
）

   四至表記

宸ﾍ個人の所有：地を示す

耕
地

森
林

採
草
地

そ
の
他

一 一 一  ， 層  o  o  o  一  一 一 一  曹 胃  一  ， ， 騨  一  一  一  〇  9  ■  一 一 一
●       ・  印 一  一  一  響  一  一 o 一 響 騨  一  一 〇 一 ． 一

一  一  騨 一 一 一  一  一  一  一
r  層  “ 噸 ＿ 0 9  9  一  一 噂  一  一 ｝  ． 曽                            一  〇 一 〇 一  一  一  一  一

■  一  一  一

?騨 一 9 ・ の ． 一 一 ■

一 響 ■ 一 一 一 冒 o ● ・ ．

一 ● 一 一 一  一 一 一 一 ●

?一 一 一 ・  一 一 ・ o ■

E 一 一 一 r 一 ・ o ・ 一

Z 9 9 巳 ロ ・ ● o 昌 ■

｣ 響 一  一  一  ・ ● ・ 囎 一

?一 一 一 〇 ● o ● ． 一

o o 一 一 画  ． r ，      ■ 一 一 一 一 一 卿 一 霜 ● 響 響 一 ・ 騨 ．

o 暉 一
一 一 一 一  曽 の 一 〇 一 一  「

・ ・ 一 一 唖 騨 幽 一 ・ ， 鯛 へ 一             」 ．  ・               一  一

■  一  一  〇  嘘  一  一  一  一  甲

D 一 一 一 一 一 一  一 ． ・

?一 ● ■ ■ 一 甲 瞬 ・ ．

C 響 ● ■ 一 一 一 ● 一 ・

X 一 一 〇 一 ● ● ● ． ，

X ・ ・ ， o ， ． 一 一 一

． ・  ・ ． ・ 一  9  一 …                 轄 ． o ．  ． o ・ ● 一 ． o

■ 一 一 一 ・ ・ o ・ ● ．  一 層 響 ． ． 口 ● o 一 一 ． ● 一 ・  ， o 冒 一 ． 一  9  一 嚇    冒  一  一  一 嚇  ● ・ 騨  一  ，  印  o  o 一  一  一 一  一

● 噂 ● 一 一 一 一 冒 聯 噂 一

rt・peter

oaliseu1

@ 0

脚 ， 一 卿  層  一  層 騨 ● ・  一 ． ． ■ 一            ・ ． 一 一 臨 ， ■ ● o ● 噂 ・ ・ 一 ・ o ．  ・   贈            層  一  ，  響  r 層  一  ，  ｝  り  ｝ 一  一  一  一

?騨 畠 一 9 ● 冒 一 〇 〇 一 ， 響 ■ 〇 一 一 一 響 圏 0 9 一 騨 一

響 一 ● 噛  o 一  ●
・  一 ● o 一 一 層 「 o 一 一 ． ■ 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 ・ 願 一 一

一 一 璽 ，  ， ．

? 一  一  一  一  r

噂 一 塵 一 一 一 冒 一 尊 一 一 一

C 層 一 ■ 一 一 一 一 一 ● ． 曽

ｹ 一 一 ロ 一 o 一 ・ ● ・ 一 一

?一 ・ 9  ロ 騨  鞭 一  一 一 一  一

Z一一〇三一，騨一一・一

C 一 一 一 一 層 ，一 9 一 一 一

@  ＊

C 一 層 層 o 印 一 ● 一 一 一 ．

? o  一  一  一  一  一  響  一  一  ，

rt・Maur

@  ＊

rt-Ma11r

ｹ 一  一  一  ， o o 一  一 一 騨 ．

E  一 〇 一 〇 一  一  一 9 一  一 一

○ ． …       ． 一 一 一 ． ． ．  ・ ． 一 一 〇 一  一

? 一 璽 一  ●  層  ・ 廓 ● 一

一 層 一 一 ● 一 一 一 一 富 o ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 9 一 一

? 〇 〇 一  一  〇 一  〇 一  騨 ”  響 曜  ．  o  o 一  一  一  一  一  一  一 一  9  騨 ，

?・ ・ 騨 ・ o ・ ・ 一 〇 一 置 一 …      一 ． 一 一 一 一 一 一 一 一 〇

一  〇 ■       一 一 一 ・ 一 一 一 一 響 一 ●  ● ． o

3-1

@-2

P2-1

@-2

P7-1

@-2

P8

P9

Q0

Q1-1

@-2

Q2

Q3

Q7-1

@-2

Q8-1

@-2
R1

R2

R94．2

@-3

S0

噸 ， o 曽 一 一 ・ 層 一 一 ， 騨

一 -  ” 一  ・  ． ． 一 一 一

?． o ． 一  一 一 一 一 ・

R 一  一  一  ● 一 一 ・  一 ● ．

?一 一  噛  一 一 ， 響 璽

胃． 吻 一 幽  一 〇 〇 一  一  一 一  一  一  一

一 一 〇 ■ o 一 一 ■ ● 一

?一 ■ 一 一 ・ ， ・ ・ ． ■

?璽 曽 一 一 一 〇 ● ・ 一

@〇
@  ＊maom6

@0
?[ズ

ﾍ一 一 ● ● ● ” 一 曝 一 ・ ．

一 印         一  一 ， 一 一  ．  一 〇 〇 〇 〇 一  一  一  一 一 〇  ，

鼈鼈鼈鼈黶Co・一一．一一一〇■辱■■一腰。一「 ｡

 ○
@  ＊ai6vre

rt。：Lam・
b?窒煤

@公道

一  一  〇  一  一  一  〇  一

@〇

@〇

@〇

ｴ

一  一  塵  一  〇  一  冒  o  -

?一 ■  一 一  〇 一 一  ・ ，

q  ・

一 一 一 ・ 一 響 ● o ， ● 圏 o ・ 一  一  一  一 一 一 一  騨

Z  一 9 一  一  璽 一 禰 o 一

一 爾  o  ，                 “

?一 一 一 一 一 ， ． o ■ 一 噛 9響 ， o ，  印  一

，  騨  一  一

ﾍ 一 一  一  一 一 ， 一  一  〇 尊  一

? 一  一 一  一  一 ，  鴨 層 囎  一 一

一  曽 一 ● 9 ． 曽 〇 一 〇 曽 o

c      ● ● ■ 一 層 御

一  一 一  響 ●  ・  ． 一 ■ 一 9 一 一 響 “ 一 糟 甲 卿 鱒 一 一 甲 ■ 騨 一 一 一 一 9 需 一 ， 騨

顧 ● o  尊 一 曹 9 一 ■一 一 層 ， 一 一 一 ， o ・

?響 冒 ・ ， …       一 ●

・  一  騨  申 0 9 一  一  一  一

@一  一 一  一 一 ・ r

一  ■  一  一  一  一  一  一  一  一

? 曜  ・ ・ o 贈 一 一 剛 o

一 ・ 層 一 ● ■ o 騨 一 一 甲 ■ 一 幽 ● ● o o 一 一 一 一 一 〇 塵 噸 一 一

@60ボニェ卿 薗 o o 一  一  昌 一 一 一 一  一 一 印  零 一  一 〇 一 一 、

●  ． 〇  一 一 一 一  一 一 「 一  一  一  一  一  ，  層  層  騨

H 一 響 騨  脚 o ． o 一 一

． ． ． 一 噂 ‘ ■ o 一 一 層 卿 響 一 一 一 一 一 一 回 磨 一 一 一

? 一  騨 唱 ． 響 曜 ．  璽 ・  r  一 醒 一  層 需  駒 一 〇 一  一  ”  ，

一  一  〇  〇  ，  一  層  響  一  一  禰

?・ ， ・ 一 駒 ． 一 一  層  騨

鼈鼈黷X一一一一 R・一

｡ 一 一 一 一 一 一 9 幽 一 ， ．

w  一  一  一 - 一  一  一  一  ．

一 〇 ， 響 ．  一 一 ● ● 9 ■ ， 一 甲 o 曽 ，

…      り ■ ， ● 噂 噸 一

?〇 〇 ． 一 ， 一 一 一 一

E ・ 一 ・ o ● o ■ 隔 ・．    ． 甲            一  ・ 層 ・ 層 一  一  一  9 一 一  〇 ●  一 卿 騨 ・  一  ・  ，  磨 一  一  一 一 ■一一〇一一．噂嗜一一響9 C一雫｝一一一冒一一層，9曽

@2ボニエ・  o ．  一  一  一 一  一  一  一  一 o  一  一  一  一  一  一  ロ ■  一  ● ， 一 ● ・  ．  一  ■ 一 一 一  一  一 一 一 ■  一  一  一  ・ 一 ● 一 鴨 一 ■ 層 一 一 響 r 一  層  ・  一  噂 o ●  ・  一 引 一 ■ 一 一 一 一 ・ 畠 齢 一
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：NB

     ．

lについて

ﾌ記述

i）は人
狽ﾌみ記載

1マンスについての

L述
香F種別の特定なし

高戟F解放民マンス

高堰F自由民マンス

高刀F非自由民マンス

高?Fmansus fis・

@ cales

訓点継地：水車2（Suippe河畔）・瀦畑；o，弓■●●● ●●● ■ 一 一 一〇● ●o■ 一一 層 嘩 一〇一 一 一 一 一 ロー ， 9 一 需 ，一 一 〇 〇噛 ■ 一 9 瞳 印 〇 一． ， 一 一 ・，o一 一 一 雪 ． 一 曽 駒 一 「 曽 ． ●
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‘〔manc．〕

?盾高奄獅??3

?盾高炎獅?唐V＋α

kmanc．〕
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9

一   9
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列挙表翫

番号 年代 当 事 者 取引の 地   名
内容

怨
』 器

．曳

ﾉ
』 の o騨哺

o 邸 ℃
→ ⇔． ①

41 882
Charles．1e Gros（R） →SM 由 Blendef1・。……。…一・…

ｫ
願  一 g o  o ． 一  一  一  噂  一

教会：Bra所在2 一  幽  ■ 一  ，  一  一  一  ● 一  一  一  一  層

42 885 Charles le Gros（R） Eヨ Oneux。一，一．，＿．．．，．．．一．ρ＿一 ③ 層  o  一  一  響  一
．②

→Theodonus

43 891 Ricarius¢SM

□田  Bourcy 1
ｫ Boeur 2 Cheoux 3'層'”．一一“'尋響'”9．

ξ一一……一…一一…………        一  一  一  餉  o  ■

曽一一 uo' 一  一  一  層  9

由1 地名不明4……………'ｫ Harze 5          一．一 Sologne 6一一一一一一一一一一一・一門一・

一  一  一  一  一  一

? 一  一  一  一

  一  層  糟  層  一  一

@  〇 〇 一 一 ■

w 一 一 噂 ． 一 層 一 一 一 卿 呵

o  一  一  一  曽  「

?一 ．  一  一

ﾋ 一 9 - o

44 895 Zwentibold（R）→SM 出 Bihain………＿一一一＿＿． ⑭ 一 一 塵 一 ． 一 ②

45 895 Wesericus→Bertingus 己 H：amoir1． ④ 曽 層 一 一 一 ．  一 ・ ● o1騨地（Fil。t， H。m。ir

46 896 Heligaudus 己
間に所在）2
`mas一一＿＿ 一 一  ， ． ・ 9 - 9 一 ．  曜 層 一 一

→Ademodus

47 896 Zwentibold（R）→SM 由 地名不明（Lierlieux近辺）＿＿
9  一  ■  一  一  一 塵  o  一  層  一  ■
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iLouis l'Enfantによる確認）
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ｫXhoris 2Awans 3
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Li1164
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一 ・ ● 一 一 o ・ 一 一 ■由1 1畿欝～1“……'一 o噸一P冒
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（番号は列挙の順番を示す）
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数値表示
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号
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列挙表i
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数値表示

四 至 表 記
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